
　令和２年６月から４年間、本協議会の会長を務めていただいていた竹内宣昭
会長が協議会委員を退任されました。瀬戸内市における地域包括ケアシステム
の深化・推進に多大なるご尽力を賜り誠にありがとうございました。
　令和６年６月２７日の第１回協議会において新会長の選出を行い、津島公委
員が新会長に就任されました。

瀬戸内市在宅医療・福祉・保健連携推進協議会を開催しました

第１回　令和６年６月２７日（木）

瀬戸内市在宅医療・福祉・保健連携推進協議会（愛称：ケアネットせとうち）

新会長に津島公委員が就任されました

津島 公 会長

　医療・福祉・保健の関連団体から選出された委員が連携し、在宅医療・福祉・保健連携推進に必要
な事項について検討を行っています。

　第１回の協議会では、各機関・団体の令和６年度の
地域包括ケア実行計画の年次目標、協議会と市が主催
する市民講座「在宅医療・介護推進フォーラム」、医
療や介護、福祉に関連のある各種計画等についての協
議を行いました。

市民講座「在宅医療・介護推進フォーラム」を開催します！

日　時：令和６年１１月９日（土）午後１時～午後３時３０分
場　所：ゆめトピア長船 
テーマ：かかりつけ医を持つことの大切さ
　　　　～住み慣れたまちでいつまでも安心して過ごすために～
内　容：講演・発表・特設コーナー
講　師：おさふねクリニック 院長 中村 明彦 氏

詳細は広報せとうち９月号
折込チラシ・市ホームページで

ご確認ください。

令和６年
8月発行

笑顔で  長生きできる  まち
第25号

瀬戸内市在宅医療・福祉・保健連携推進協議会



事例発表

日　時

場　所

主　催

協　力

内　容

　研修会には、市内の医師・看護師・介護支援専門員・社会福祉士・栄養士等３３名が参加しました。
　講師からは、訪問診療の現状や課題、多職種連携について、事例を通して分かりやすくお話しして
いただきました。事例発表では、訪問看護師、小規模多機能ホーム管理者、介護支援専門員それぞれ
の立場から在宅療養の実際について発表していただきました。その後、５つのグループに分かれて、
「ミニ講義と事例発表を聴いての感想・意見」「多職種で連携し本人・家族を支援するために心がけた
いこと」についてのグループワークを行いました。
　参加者からは、｢他職種の捉え方や視点を学ぶことができた｣「チームで連携支援する大切さを学ん
だ｣「（病院勤務のため）在宅医療・介護の実例を知ることができた」など多くの感想が寄せられまし
た。参加者がグループワークを通じて他職種と顔の見える関係づくりができ、在宅療養を支援するた
めに必要な医療・介護の連携について考える有意義な機会となりました。

在宅療養「病気になっても自宅で暮らしたい」
～医療職と福祉職で支える在宅療養～

瀬戸内市在宅医療看護研修会

令和６年４月２０日（土）午後２時～午後４時

瀬戸内市役所　大会議室

邑久医師会、瀬戸内市

一般社団法人岡山県介護支援専門員協会瀬戸内支部、
瀬戸内市小規模多機能型居宅介護事業所連絡会

ミニ講義「訪問診療の現場から」
講師　医療法人仁生会　長田医院
　　　院長　長田 建　氏

「『自宅で最期を迎えたい』思いに寄り添った医療連携・訪問看護とは」
　発表者　瀬戸内市訪問看護ステーション　管理者　片山 園子 氏

「難病と共に生きていく」
　発表者　岡山県介護支援専門員協会瀬戸内支部
　　　　　在宅介護支援センターＡＪＩＳＡＩ（あじさい）
　　　　　介護支援専門員　河原 葉子 氏
　座　長　医療法人仁生会　長田医院
　　　　　院長　長田 建 氏

「小規模多機能における看取り介護の現状」
　発表者　瀬戸内市小規模多機能型居宅介護事業所連絡会
　　　　　小規模多機能ホームせとうち　管理者　田中 寿一 氏



市民公開講座「第１回健康セミナー in 東備」
第一部　イベントコーナー
　　　　（血圧測定・握力測定・体脂肪／筋肉量の測定・血糖測定・血管年齢測定・骨密度測定・栄養相談）

第二部　健康と笑いのコラボレーション
　　　　　○講演「生活習慣病の予防と治療」
　　　　　　座長　平病院 藤原 みち子 氏
　　　　　　講師　岡山大学名誉教授・特命教授 四方 賢一 氏
　　　　　○お笑い　よしもと住みます芸人（ハロー 植田・梶 剛・江西 あきよし）
　　　　　○クイズで学ぶ熱中症
　　　　　○健康討論会（質疑応答）

　７月２８日に、おさふねクリニックとの共催でゆめトピア長船で市民公開
講座を開催し、市民２２５名が参加しました。
　イベントコーナーでは、参加者は自身の身体の状態を知り、気をつける
ことなどについてのアドバイスも受けることができました。

　７月１７日に、瀬戸内市地域自立支援協議会
こども部会との共催で勉強会を開催しました。
この勉強会は、年１回、相談支援専門員、児童
発達支援・放課後等デイサービス・保育所等
訪問支援を実施している事業所の管理者・児童
発達支援管理責任者などを対象に開催している
もので、今年度は２０名の参加がありました。

瀬戸内市福祉サービス事業所向け勉強会瀬戸内市福祉サービス事業所向け勉強会

　講演では、講師の四方氏から、生活習慣病、特に糖尿
病についての基礎知識や予防するための食生活、運動の
重要性などについて、専門医の立場からわかりやすく
お話しいただきました。
　また、熱中症の予防や、なってしまったときの対処
法などについてもクイズ形式で学ぶことができました。

　勉強会では、教育委員会総務学務課職員による講義「子どものこ
れからを考える～適切な教育支援について～」と、「事業所と学校
との連携」をテーマとしたグループワークを行いました。
　参加者は教育現場について知り、今後の支援に活かすことがで
きる内容となりました。



　７月１８日に開催した第２６回せとうちカフェでは、参加者は、「夢」を
キーワードにトークをしました。
　アイスブレイクのグループ対抗ペーパータワー作りで参加者同士の距離が
縮まり、チャット１のスタートからどのグループでも話が盛り上がり、仕事
のこと、プライベートのことを問わず、自分の夢について語り合いました。

テーマ

なれたらいいな○○
～わたしの　　 は・・・

　　 に向かってがんばっていることは・・・

第２６回

　せとうちカフェは、企画段階から、世話人である協力隊の皆様に関わっていただき、
当日も、マスター（司会）、サブマスター（全体の進行）、テーブルホスト（グループ
トークの進行）などとしてご協力いただいています。あなたも協力隊に登録し、医療、
介護、福祉などのさまざまな職種の皆様と横のつながりを作ってみませんか。詳しい
登録方法についてはケアネットせとうちホームページ「せとうちカフェ」のページを
ご覧ください。

　テーブルを移動してのチャット２では、
「こんな研修を受けていて、とても面白く
てオススメです！」「それなら○○をして
みたらどうですか？」など話題が広がり、
有意義な時間を過ごすことができました。
　次回は１０～１１月頃の開催を予定し
ていますのでよろしくお願いします。

協力隊

https://www.city.setouchi.lg.jp/site/carenetsetochi01/123125.html

　医療・福祉・保健等に関する総合的な相談を受け、
多職種連携で支援を行います。
【相談対応職員】
　保健師
【相 談 時 間】
　午前8時30分～午後5時15分
　（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）
【所 在 地】
　瀬戸内市邑久町山田庄８６２番地１
　（瀬戸内市総合福祉センター２階）
【電 話 番 号】（0869）22 - 3800
【ファックス番号】（0869）22 - 3801

瀬戸内市総合
福祉センター

トータルサポートセンター（ケアネットせとうち事務局）のご案内

ケアネットせとうち
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